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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の通信装置を含む通信システムであって、
　前記通信装置各々は、
　表示部への操作を検出する操作検出部と、
　前記操作検出部によって前記表示部における操作位置を移動させる特定操作が検出され
た場合に、前記特定操作における前記操作位置の移動方向に対応する方位に他の前記通信
装置が存在するか否かを判断する判断処理部と、
　前記判断処理部によって前記移動方向に対応する方位に他の前記通信装置が存在すると
判断された場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する他の前記通信装置に回覧デー
タ及び前記回覧データの送信先リストを送信する送信処理部と、
　を備える通信システム。
【請求項２】
　前記通信装置各々は、
　予め定められた範囲内に存在する他の前記通信装置を検出する装置検出部と、
　前記装置検出部によって検出された他の前記通信装置各々の方位を取得する方位取得部
と、を更に備え、
　前記判断処理部は、前記方位取得部によって取得された他の前記通信装置各々の方位に
基づいて、前記移動方向に対応する方位に他の前記通信装置が存在するか否かを判断する
請求項１に記載の通信システム。
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【請求項３】
　前記通信装置各々は、
　前記装置検出部によって検出された他の前記通信装置の全部又は一部を含む前記送信先
リストを作成するリスト作成部を更に備える請求項２に記載の通信システム。
【請求項４】
　前記リスト作成部は、前記装置検出部によって検出された他の前記通信装置のうち自装
置と予め設定されたグループが共通の他の前記通信装置を含む前記送信先リストを作成す
る請求項３に記載の通信システム。
【請求項５】
　前記送信処理部は、前記移動方向に対応する方位に存在する他の前記通信装置が前記送
信先リストに含まれている場合に前記回覧データ及び前記送信先リストを送信する請求項
１～４のいずれかに記載の通信システム。
【請求項６】
　前記通信装置各々は、
　予め定められた記録条件を充足する場合に、前記送信先リストに自装置による前記回覧
データの受信を記録する記録処理部を更に備える請求項１～５のいずれかに記載の通信シ
ステム。
【請求項７】
　表示部への操作を検出する操作検出部と、
　前記操作検出部によって前記表示部における操作位置を移動させる特定操作が検出され
た場合に、前記特定操作における前記操作位置の移動方向に対応する方位に他の通信装置
が存在するか否かを判断する判断処理部と、
　前記判断処理部によって前記移動方向に対応する方位に他の前記通信装置が存在すると
判断された場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する他の前記通信装置に回覧デー
タ及び前記回覧データの送信先リストを送信する送信処理部と、
　を備える通信装置。
【請求項８】
　表示部への操作を検出する操作検出部を備える複数の通信装置を含む通信システムで実
行される通信方法であって、
　前記操作検出部によって前記表示部における操作位置を移動させる特定操作が検出され
た場合に、前記特定操作における前記操作位置の移動方向に対応する方位に前記通信装置
が存在するか否かを判断する第１ステップと、
　前記第１ステップによって前記移動方向に対応する方位に前記通信装置が存在すると判
断された場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する前記通信装置に回覧データ及び
前記回覧データの送信先リストを送信する第２ステップと、
　を含む通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の通信装置を含む通信システム、通信装置、及び通信システムで実行さ
れる通信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　企業のオフィスなどでは、複数のユーザー間でデータの回覧が行われることがある。例
えば、予め作成された送信先リストに従って、複数のユーザーに回覧されるデータ（以下
、「回覧データ」と称する。）を複数のユーザーに対応する複数の通信装置間で順次送信
可能な通信システムが知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
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【特許文献１】特開平９－２２３０８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、複数のユーザー間で回覧データの回覧が行われる場合において、ユーザーが
通信装置の表示部に表示される送信先リストを参照して次の送信先を決定する場合には、
不在のユーザーに対応する通信装置が次の送信先に決定されることがある。不在のユーザ
ーに対応する通信装置に回覧データが送信されると、複数のユーザー間における回覧デー
タの回覧が停滞する。
【０００５】
　本発明の目的は、複数のユーザー間における回覧データの回覧の停滞を回避することが
可能な通信システム、通信装置、及び通信方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一の局面に係る通信システムは、複数の通信装置を含む。前記通信装置各々は
、操作検出部と、判断処理部と、送信処理部とを備える。前記操作検出部は、表示部への
操作を検出する。前記判断処理部は、前記操作検出部によって前記表示部における操作位
置を移動させる特定操作が検出された場合に、前記特定操作における前記操作位置の移動
方向に対応する方位に他の前記通信装置が存在するか否かを判断する。前記送信処理部は
、前記判断処理部によって前記移動方向に対応する方位に他の前記通信装置が存在すると
判断された場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する他の前記通信装置に回覧デー
タ及び前記回覧データの送信先リストを送信する。
【０００７】
　本発明の他の局面に係る通信装置は、前記操作検出部と、前記判断処理部と、前記送信
処理部とを備える。
【０００８】
　本発明の他の局面に係る通信方法は、表示部への操作を検出する操作検出部を備える複
数の通信装置を含む通信システムで実行され、以下の第１ステップと、第２ステップとを
含む。前記第１ステップでは、前記操作検出部によって前記表示部における操作位置を移
動させる特定操作が検出された場合に、前記特定操作における前記操作位置の移動方向に
対応する方位に前記通信装置が存在するか否かが判断される。前記第２ステップでは、前
記第１ステップによって前記移動方向に対応する方位に前記通信装置が存在すると判断さ
れた場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する前記通信装置に回覧データ及び前記
回覧データの送信先リストが送信される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、複数のユーザー間における回覧データの回覧の停滞を回避することが
可能な通信システム、通信装置、及び通信方法が実現される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る通信システムの構成を示す図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置の構成を示す
ブロック図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置の外観構成を
示す図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置で実行される
回覧リスト作成処理の一例を示すフローチャートである。
【図５】図５は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置で実行される
回覧データ送受信処理の一例を示すフローチャートである。
【図６】図６は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置に表示される
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送信操作画面の一例を示す図である。
【図７】図７は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置で行われる特
定操作の一例を示す図である。
【図８】図８は、本発明の実施形態に係る通信システムに含まれる通信装置に表示される
閲覧操作画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、添付図面を参照しながら、本発明の実施形態について説明し、本発明の理解に供
する。なお、以下の実施形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲
を限定するものではない。
【００１２】
［通信システム１００］
　本発明の実施形態に係る通信システム１００は、図１に示されるように、複数の通信装
置１０を含む。通信システム１００では、通信装置１０各々の間で無線によるデータ通信
が実行される。具体的に、通信システム１００では、予め作成された送信先リストに従っ
て、複数のユーザーに回覧されるデータ（以下、「回覧データ」と称する。）が複数のユ
ーザーに対応する複数の通信装置１０間で順次送信される。例えば、前記回覧データは、
文書データ、動画データ、音声データなどである。
【００１３】
［通信装置１０］
　通信装置１０は、ユーザーによって持ち運ばれるスマートフォン又はタブレット端末な
どの移動通信端末である。具体的に、通信装置１０は、図２に示されるように、操作表示
部１１、通信部１２、記憶部１３、ＧＰＳ通信部１４、地磁気センサー１５、及び制御部
１６を備える。なお、通信装置１０は、携帯電話、ＰＤＡ、ノートパソコン、又はパーソ
ナルコンピューターなどであってもよい。
【００１４】
　操作表示部１１は、通信装置１０におけるユーザーインターフェイスである。図２及び
図３に示されるように、操作表示部１１は、表示部１１１、及び操作検出部１１２を備え
る。
【００１５】
　表示部１１１は、制御部１６からの制御指示に応じて各種の情報を表示する。例えば、
表示部１１１は液晶ディスプレーである。図３に示されるように、表示部１１１は、画面
が表示される表示面１１１Ａを有する。図３に示されるように、表示面１１１Ａの外周は
、通信装置１０の本体フレーム１０Ａによって覆われている。
【００１６】
　操作検出部１１２は、表示部１１１へのユーザーの操作を検出することが可能な所謂タ
ッチパネルである。例えば、操作検出部１１２は、静電容量方式によりユーザーの指が表
示面１１１Ａに接触した場合におけるユーザーの指と表示面１１１Ａとの接触位置を検出
する。なお、操作検出部１１２は、抵抗膜方式など、他の検出方式を用いてユーザーの指
と表示面１１１Ａとの接触を検出してもよい。また、操作検出部１１２は、ユーザーの指
と表示面１１１Ａとの間の距離が予め定められた基準距離未満となった場合に、表示部１
１１へのユーザーの操作を検出してもよい。
【００１７】
　通信部１２は、他の通信装置１０などの外部の通信機器との間で、無線によるデータ通
信を実行可能な通信インターフェイスである。例えば、通信部１２は、外部の通信機器と
の間でＢｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）によって規定された所定の通信プロトコルに従っ
て無線によるデータ通信を実行する。例えば、通信部１２は、クラス２と称される電波強
度（２．５ｍＷ）で、通信装置１０から約１０ｍの範囲に存在する外部の通信機器との間
でＢｌｕｅｔｏｏｔｈによる無線通信を実行可能である。なお、通信部１２は、外部の通
信機器との間で無線ＬＡＮの通信規格に従った無線通信を実行してもよい。
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【００１８】
　ここで、通信装置１０では、予め他の通信装置１０との間で、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信
における通信相手の認証手続であるペアリングが実行されている。前記ペアリングでは、
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信を行う機器相互間で、通信相手の認証のために必要となるペアリ
ングＩＤが交換される。そして、前記ペアリングにより通信装置１０が取得した他の通信
装置１０の前記ペアリングＩＤが、記憶部１３に記憶されている。これにより、その後、
通信装置１０と他の通信装置１０との間でＢｌｕｅｔｏｏｔｈによる無線通信が可能であ
る。
【００１９】
　記憶部１３は、フラッシュメモリー等の不揮発性の記憶部であり、制御部１６によるデ
ータの読み書きが可能である。記憶部１３には、他の通信装置１０の前記ペアリングＩＤ
が記憶されている。また、記憶部１３には、文書データ、動画データ、音声データなどの
データが記憶されている。通信システム１００では、通信装置１０各々の記憶部１３に記
憶されているデータを、通信装置１０各々のユーザーの回覧に供することが可能である。
【００２０】
　ＧＰＳ通信部１４は、ＧＰＳ衛星から送信される電波を受信することが可能である。
【００２１】
　地磁気センサー１５は、互いに直交する３つの軸各々における地磁気を検出することが
可能な３軸型のセンサーである。
【００２２】
　制御部１６は、不図示のＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、及びＥＥＰＲＯＭ（登録商標）など
の制御機器を備える。前記ＣＰＵは、各種の演算処理を実行するプロセッサーである。前
記ＲＯＭは、前記ＣＰＵに各種の処理を実行させるための制御プログラムなどの情報が予
め記憶される不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭは揮発性の記憶部であり、前記ＥＥＰ
ＲＯＭは不揮発性の記憶部である。前記ＲＡＭ及び前記ＥＥＰＲＯＭは、前記ＣＰＵが実
行する各種の処理の一時記憶メモリー（作業領域）として使用される。制御部１６では、
前記ＣＰＵにより前記ＲＯＭに予め記憶された各種の制御プログラムが実行される。これ
により、通信装置１０が制御部１６により統括的に制御される。なお、制御部１６は、集
積回路（ＡＳＩＣ）などの電子回路で構成されたものであってもよく、通信装置１０を統
括的に制御するメイン制御部とは別に設けられた制御部であってもよい。
【００２３】
　ところで、複数のユーザー間で前記回覧データの回覧が行われる場合において、ユーザ
ーが通信装置１０の表示部１１１に表示される前記送信先リストを参照して次の送信先を
決定する場合には、不在のユーザーに対応する通信装置１０が次の送信先に決定されるこ
とがある。不在のユーザーに対応する通信装置１０に前記回覧データが送信されると、複
数のユーザー間における前記回覧データの回覧が停滞する。
【００２４】
　これに対し、本発明の実施形態に係る通信システム１００では、以下に説明するように
、複数のユーザー間における前記回覧データの回覧の停滞を回避することが可能である。
【００２５】
　具体的に、記憶部１３には、制御部１６の前記ＣＰＵに後述の回覧リスト作成処理（図
４のフローチャート参照）及び回覧データ送受信処理（図５のフローチャート参照）を実
行させるための回覧データ送受信プログラムが予め記憶されている。なお、前記回覧デー
タ送受信プログラムは、ＣＤ、ＤＶＤ、フラッシュメモリーなどのコンピューター読み取
り可能な記録媒体に記録されており、前記記録媒体から読み取られて記憶部１３にインス
トールされてもよい。また、前記回覧データ送受信プログラムは、外部の情報処理装置か
ら取得されて記憶部１３にインストールされてもよい。
【００２６】
　そして、制御部１６は、図２に示されるように、装置検出部１６１、リスト作成部１６
２、第１方位取得部１６３、第２方位取得部１６４、判断処理部１６５、送信処理部１６
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６、及び記録処理部１６７を含む。具体的に、制御部１６は、前記ＣＰＵを用いて記憶部
１３に記憶されている前記回覧データ送受信プログラムを実行する。これにより、制御部
１６は、装置検出部１６１、リスト作成部１６２、第１方位取得部１６３、第２方位取得
部１６４、判断処理部１６５、送信処理部１６６、及び記録処理部１６７として機能する
。
【００２７】
　装置検出部１６１は、予め定められた範囲内に存在する他の通信装置１０を検出する。
【００２８】
　例えば、装置検出部１６１は、通信部１２を制御してＢｌｕｅｔｏｏｔｈの通信方式に
従った制御信号を通信装置１０の周囲に送出させて、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの通信範囲内に
おけるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信可能な機器を検出する。そして、装置検出部１６１は、検
出された機器から取得される前記ペアリングＩＤ、及び記憶部１３に記憶されている他の
通信装置１０の前記ペアリングＩＤに基づいて、検出された機器から他の通信装置１０を
検出する。ここに、通信部１２により実行されるＢｌｕｅｔｏｏｔｈ通信の通信範囲が、
本発明における予め定められた範囲の一例である。
【００２９】
　また、装置検出部１６１は、通信部１２を制御して無線ＬＡＮの通信方式に従った制御
信号を通信装置１０の周囲に送出させて、無線ＬＡＮの通信範囲内における無線ＬＡＮ通
信可能な機器を検出してもよい。この場合、装置検出部１６１は、検出された機器から取
得される前記ＭＡＣアドレス、及び記憶部１３に記憶されている他の通信装置１０の前記
ＭＡＣアドレスに基づいて、検出された機器から他の通信装置１０を検出する。ここに、
通信部１２により実行される無線ＬＡＮ通信の通信範囲が、本発明における予め定められ
た範囲の他の一例である。
【００３０】
　リスト作成部１６２は、装置検出部１６１によって検出された他の通信装置１０の全部
又は一部を含む前記回覧データの前記送信先リストを作成する。
【００３１】
　例えば、リスト作成部１６２は、装置検出部１６１によって検出された他の通信装置１
０のうち自装置と予め設定されたグループが共通の他の通信装置１０を含む前記送信先リ
ストを作成する。例えば、前記グループは、通信装置１０のユーザーが所属する部署など
である。
【００３２】
　例えば、通信システム１００では、通信装置１０各々の記憶部１３に、通信装置１０の
ユーザーが所属する前記グループを示すグループ情報が記憶されている。例えば、リスト
作成部１６２は、装置検出部１６１によって検出された他の通信装置１０各々から前記グ
ループ情報を取得する。そして、リスト作成部１６２は、取得された前記グループ情報に
基づいて、自装置、及び自装置と前記グループが共通の他の通信装置１０を含む前記送信
先リストを作成する。
【００３３】
　なお、リスト作成部１６２は、装置検出部１６１によって検出された他の通信装置１０
の全部を含む前記送信先リストを作成してもよい。また、リスト作成部１６２は、装置検
出部１６１によって検出された他の通信装置１０のうち、操作表示部１１におけるユーザ
ー操作に応じて選択された他の通信装置１０を含む前記送信先リストを作成してもよい。
例えば、リスト作成部１６２は、後述する前記特定操作によって指定された他の通信装置
１０を含む前記送信先リストを作成してもよい。
【００３４】
　第１方位取得部１６３は、装置検出部１６１によって検出された他の通信装置１０各々
の方位を取得する。ここに、第１方位取得部１６３が、本発明における方位取得部の一例
である。
【００３５】
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　例えば、第１方位取得部１６３は、ＧＰＳ通信部１４で受信される複数のＧＰＳ衛星か
ら送信された電波各々に含まれる情報に基づいて、自装置の地球上における位置を示す位
置情報を取得する。また、第１方位取得部１６３は、装置検出部１６１によって検出され
た他の通信装置１０各々から、他の通信装置１０各々の前記位置情報を取得する。そして
、第１方位取得部１６３は、自装置の前記位置情報、及び他の通信装置１０各々の前記位
置情報に基づいて、他の通信装置１０各々の方位を取得する。
【００３６】
　第２方位取得部１６４は、自装置の向きを取得する。
【００３７】
　例えば、第２方位取得部１６４は、地磁気センサー１５で検出される三つの軸各々にお
ける地磁気、及び不図示の傾斜センサーで検出される通信装置１０の傾きに基づいて、図
３に示される本体フレーム１０Ａの基準位置Ｐ１が向けられた特定方位を取得する。ここ
で、前記特定方位は、図３に示される基準位置Ｐ２から基準位置Ｐ１へ向かう特定方向Ｄ
１が指し示す方位である。なお、通信装置１０では、３軸型の地磁気センサーが用いられ
ることで、自装置の姿勢が水平面に対して傾いている場合であっても、前記特定方位を取
得することが可能である。
【００３８】
　判断処理部１６５は、操作検出部１１２によって表示部１１１における操作位置を移動
させる特定操作が検出された場合に、前記特定操作における操作位置の移動方向に対応す
る方位に他の通信装置１０が存在するか否かを判断する。例えば、前記特定操作は、ユー
ザーの指が表示面１１１Ａに接触した状態で表示面１１１Ａ上をスライド移動する、所謂
スワイプ操作又はフリック操作である。この場合、前記操作位置は、ユーザーの指と表示
面１１１Ａとの前記接触位置である。
【００３９】
　例えば、判断処理部１６５は、第１方位取得部１６３によって取得された他の通信装置
１０各々の方位に基づいて、前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存在する
か否かを判断する。
【００４０】
　具体的に、判断処理部１６５は、操作検出部１１２によるユーザーの指と表示面１１１
Ａとの接触の有無及び前記接触位置の検出結果に基づいて、前記特定操作が行われたか否
かを判断する。また、判断処理部１６５は、前記特定操作が行われた場合に、第２方位取
得部１６４によって取得される前記特定方位に基づいて、前記移動方向に対応する方位を
取得する。そして、判断処理部１６５は、第１方位取得部１６３によって取得された他の
通信装置１０各々の方位に基づいて、取得された前記移動方向に対応する方位に他の通信
装置１０が存在するか否かを判断する。
【００４１】
　送信処理部１６６は、判断処理部１６５によって前記移動方向に対応する方位に他の通
信装置１０が存在すると判断された場合に、前記移動方向に対応する方位に存在する他の
通信装置１０に前記回覧データ及び前記送信先リストを送信する。
【００４２】
　例えば、送信処理部１６６は、前記移動方向に対応する方位に存在する他の通信装置１
０が前記送信先リストに含まれている場合に、前記回覧データ及び前記送信先リストを送
信する。
【００４３】
　記録処理部１６７は、予め定められた記録条件を充足する場合に、前記送信先リストに
自装置による前記回覧データの受信を記録する。例えば、前記記録条件は、操作表示部１
１において予め定められた記録操作が行われたこと、前記特定操作が検出されたこと、又
は他の通信装置１０から前記回覧データ及び前記送信先リストを受信したこと、などであ
る。
【００４４】
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［回覧リスト作成処理］
　以下、図４を参照しつつ、通信装置１０において制御部１６により実行される回覧リス
ト作成処理の手順の一例と共に、本発明の通信方法の手順の一例について説明する。ここ
で、ステップＳ１１、Ｓ１２・・・は、制御部１６により実行される処理手順（ステップ
）の番号を表している。なお、制御部１６は、操作表示部１１において記憶部１３に記憶
されているいずれかのデータを前記回覧データに指定した前記回覧リスト作成処理の実行
指示が入力された場合に、前記回覧リスト作成処理を実行する。
【００４５】
＜ステップＳ１１＞
　まず、ステップＳ１１において、制御部１６は、予め定められた範囲内に存在する他の
通信装置１０を検出する。ここで、ステップＳ１１の処理は、制御部１６の装置検出部１
６１により実行される。
【００４６】
　例えば、制御部１６は、通信部１２を制御してＢｌｕｅｔｏｏｔｈの通信方式に従った
制御信号を通信装置１０の周囲に送出させて、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈの通信範囲内における
Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ通信可能な機器を検出する。そして、制御部１６は、検出された機器
から取得される前記ペアリングＩＤ、及び記憶部１３に記憶されている他の通信装置１０
の前記ペアリングＩＤに基づいて、検出された機器から他の通信装置１０を検出する。
【００４７】
＜ステップＳ１２＞
　ステップＳ１２において、制御部１６は、ステップＳ１１で検出された他の通信装置１
０の全部又は一部を含む前記送信先リストを作成する。ここで、ステップＳ１２の処理は
、制御部１６のリスト作成部１６２により実行される。
【００４８】
　例えば、制御部１６は、ステップＳ１１で検出された他の通信装置１０のうち自装置と
前記グループが共通の他の通信装置１０を含む前記送信先リストを作成する。例えば、制
御部１６は、ステップＳ１１で検出された他の通信装置１０各々から前記グループ情報を
取得する。そして、制御部１６は、取得された前記グループ情報に基づいて、自装置、及
び自装置と前記グループが共通の他の通信装置１０を含む前記送信先リストを作成する。
【００４９】
　なお、通信装置１０において、予め作成された前記送信先リストが記憶部１３に記憶さ
れている場合には、ステップＳ１１及びステップＳ１２の処理は省略されてもよい。
【００５０】
＜ステップＳ１３＞
　ステップＳ１３において、制御部１６は、ステップＳ１１で検出された他の通信装置１
０各々の方位を取得する。ここで、ステップＳ１３の処理は、制御部１６の第１方位取得
部１６３により実行される。
【００５１】
　例えば、制御部１６は、ＧＰＳ通信部１４で受信される複数のＧＰＳ衛星から送信され
た電波各々に含まれる情報に基づいて、自装置の前記位置情報を取得する。また、制御部
１６は、ステップＳ１１で検出された他の通信装置１０各々から、他の通信装置１０各々
の前記位置情報を取得する。そして、制御部１６は、自装置の前記位置情報、及び他の通
信装置１０各々の前記位置情報に基づいて、他の通信装置１０各々の方位を取得する。
【００５２】
＜ステップＳ１４＞
　ステップＳ１４において、制御部１６は、自装置の向きを検出する。ここで、ステップ
Ｓ１４の処理は、制御部１６の第２方位取得部１６４により実行される。
【００５３】
　例えば、制御部１６は、地磁気センサー１５で検出される三つの軸各々における地磁気
、及び不図示の傾斜センサーで検出される通信装置１０の傾きに基づいて、前記特定方位
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を取得する。
【００５４】
　なお、通信装置１０において、他の通信装置１０各々の方位及び前記特定方位を示す情
報が予め記憶部１３に記憶されている場合には、ステップＳ１３及びステップＳ１４の処
理は省略されてもよい。例えば、通信システム１００に含まれる通信装置１０各々がパー
ソナルコンピューターのようなデスクトップ型の装置である場合に、通信装置１０各々の
記憶部１３に予め他の通信装置１０各々の方位及び前記特定方位を示す情報を記憶させる
ことが考えられる。
【００５５】
＜ステップＳ１５＞
　ステップＳ１５において、制御部１６は、前記特定操作を行うことが可能な送信操作画
面を表示部１１１に表示させる。
【００５６】
　ここで、ステップＳ１５において表示部１１１に表示される前記送信操作画面の一例を
図６に示す。図６に示される送信操作画面Ｇ１０には、メッセージ欄Ｇ１１、及びアイコ
ン画像Ｇ１２が含まれる。メッセージ欄Ｇ１１には、ユーザーへのメッセージが表示され
る。アイコン画像Ｇ１２は、前記回覧データを示す画像である。
【００５７】
　例えば、送信操作画面Ｇ１０では、図７に示されるように、アイコン画像Ｇ１２の表示
領域を起点とする前記特定操作が行われた場合に、アイコン画像Ｇ１２によって示される
前記回覧データが前記特定操作の移動方向Ｄ２に対応する方位に存在する他の通信装置１
０に送信される。なお、図７では、前記特定操作に応じて送信操作画面Ｇ１０上を移動さ
れるアイコン画像Ｇ１２が破線によって示されている。
【００５８】
＜ステップＳ１６＞
　ステップＳ１６において、制御部１６は、ステップＳ１５で表示された前記送信操作画
面において前記特定操作が行われたか否かを判断する。具体的に、制御部１６は、操作検
出部１１２によるユーザーの指と表示面１１１Ａとの接触の有無及び前記接触位置の検出
結果に基づいて、前記特定操作が行われたか否かを判断する。
【００５９】
　ここで、制御部１６は、前記送信操作画面において前記特定操作が行われたと判断する
と（Ｓ１６のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１７に移行させる。また、前記送信操作画面
において前記特定操作が行われていなければ（Ｓ１６のＮｏ側）、制御部１６は、ステッ
プＳ１６で前記特定操作を待ち受ける。
【００６０】
＜ステップＳ１７＞
　ステップＳ１７において、制御部１６は、ステップＳ１６で行われたと判断された前記
特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存在するか否かを判
断する。ここに、ステップＳ１６、及びステップＳ１７の処理が、本発明における第１ス
テップの一例であって、制御部１６の判断処理部１６５により実行される。
【００６１】
　例えば、制御部１６は、ステップＳ１４で取得された前記特定方位に基づいて、前記移
動方向に対応する方位を取得する。例えば、図７に示される特定方向Ｄ１が指し示す前記
特定方位が北である場合、制御部１６は、移動方向Ｄ２に対応する方位を北東であると判
断する。そして、制御部１６は、ステップＳ１３によって取得された他の通信装置１０各
々の方位に基づいて、取得された前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存在
するか否かを判断する。
【００６２】
　ここで、制御部１６は、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の通信
装置１０が存在すると判断すると（Ｓ１７のＹｅｓ側）、処理をステップＳ１８に移行さ
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せる。また、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存
在していなければ（Ｓ１７のＮｏ側）、制御部１６は、処理をステップＳ１６に移行させ
る。この場合、制御部１６は、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の
通信装置１０が存在していない旨を示すメッセージを表示部１１１に表示させてもよい。
【００６３】
＜ステップＳ１８＞
　ステップＳ１８において、制御部１６は、ステップＳ１７で前記移動方向に対応する方
位に存在すると判断された他の通信装置１０がステップＳ１２で作成された前記送信先リ
ストに含まれているか否かを判断する。ここで、ステップＳ１８の処理は、制御部１６の
送信処理部１６６により実行される。
【００６４】
　ここで、制御部１６は、前記移動方向に対応する方位に存在すると判断された他の通信
装置１０が前記送信先リストに含まれていると判断すると（Ｓ１８のＹｅｓ側）、処理を
ステップＳ１９に移行させる。また、前記移動方向に対応する方位に存在すると判断され
た他の通信装置１０が前記送信先リストに含まれていなければ（Ｓ１８のＮｏ側）、制御
部１６は、処理をステップＳ１６に移行させる。この場合、制御部１６は、前記移動方向
に対応する方位に存在すると判断された他の通信装置１０が前記送信先リストに含まれて
いない旨を示すメッセージを表示部１１１に表示させてもよい。
【００６５】
　前記回覧リスト作成処理では、ステップＳ１８の処理が実行されることで、前記送信先
リスト外の他の通信装置１０に前記回覧データ及び前記送信先リストが誤って送信される
ことが回避される。なお、ステップＳ１８の処理は省略されてもよい。
【００６６】
＜ステップＳ１９＞
　ステップＳ１９において、制御部１６は、ステップＳ１７で前記移動方向に対応する方
位に存在すると判断された他の通信装置１０に前記回覧データ及びステップＳ１２で作成
された前記送信先リストを送信する。ここに、ステップＳ１９の処理が、本発明における
第２ステップの一例であって、制御部１６の送信処理部１６６により実行される。
【００６７】
［回覧データ送受信処理］
　以下、図５を参照しつつ、通信装置１０において制御部１６により実行される回覧デー
タ送受信処理の手順の一例と共に、本発明の通信方法の手順の一例について説明する。
【００６８】
＜ステップＳ２１＞
　まず、ステップＳ２１において、制御部１６は、他の通信装置１０から前記回覧データ
及び前記送信先リストを受信したか否かを判断する。
【００６９】
　ここで、制御部１６は、他の通信装置１０から前記回覧データ及び前記送信先リストを
受信したと判断すると（Ｓ２１のＹｅｓ側）、処理をステップＳ２２に移行させる。また
、他の通信装置１０から前記回覧データ及び前記送信先リストを受信していなければ（Ｓ
２１のＮｏ側）、制御部１６は、ステップＳ２１で他の通信装置１０からの前記回覧デー
タ及び前記送信先リストの受信を待ち受ける。
【００７０】
＜ステップＳ２２＞
　ステップＳ２２において、制御部１６は、他の通信装置１０からの前記回覧データ及び
前記送信先リストの受信を報知する。例えば、制御部１６は、他の通信装置１０から前記
回覧データ及び前記送信先リストを受信した旨を示すメッセージを含むポップアップ画像
を表示部１１１に表示される。
【００７１】
＜ステップＳ２３＞
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　ステップＳ２３において、制御部１６は、ステップＳ２１で受信したと判断された前記
回覧データを閲覧可能な閲覧操作画面を表示部１１１に呼び出す呼出操作が行われたか否
かを判断する。例えば、前記呼出操作は、ステップＳ２２で表示部１１１に表示された前
記ポップアップ画像に対するタッチ操作である。
【００７２】
　ここで、制御部１６は、前記呼出操作が行われたと判断すると（Ｓ２３のＹｅｓ側）、
処理をステップＳ２４に移行させる。また、前記呼出操作が行われていなければ（Ｓ２３
のＮｏ側）、制御部１６は、ステップＳ２３で前記呼出操作が行われるのを待ち受ける。
【００７３】
＜ステップＳ２４＞
　ステップＳ２４において、制御部１６は、前記閲覧操作画面を表示部１１１に表示させ
る。
【００７４】
　ここで、ステップＳ２４において表示部１１１に表示される前記閲覧操作画面の一例を
図８に示す。図８に示される閲覧操作画面Ｇ２０には、メッセージ欄Ｇ２１、アイコン画
像Ｇ２２、送信先リストＧ２３、及び操作キーＧ２４が含まれる。メッセージ欄Ｇ２１に
は、ユーザーへのメッセージが表示される。アイコン画像Ｇ２２は、前記回覧データを示
す画像である。送信先リストＧ２３には、前記送信先リストに含まれる通信装置１０各々
に対応するユーザーを識別可能なユーザー識別情報が表示されると共に、前記ユーザー識
別情報によって識別されるユーザーごとに設けられた受信記録欄Ｇ２３１～Ｇ２３４が表
示される。
【００７５】
　例えば、閲覧操作画面Ｇ２０では、アイコン画像Ｇ２２の表示領域に対するタッチ操作
が行われた場合に、アイコン画像Ｇ２２によって示される前記回覧データの内容が表示部
１１１に表示される。
【００７６】
　また、閲覧操作画面Ｇ２０では、受信記録欄Ｇ２３１～Ｇ２３４のうち自装置に対応す
る受信記録欄の表示領域に対するタッチ操作が行われた場合に、送信先リストＧ２３に自
装置による前記回覧データの受信が記録される。例えば、自装置に対応する受信記録欄に
、自装置による前記回覧データの受信を示す受信情報が表示される。
【００７７】
　また、閲覧操作画面Ｇ２０において操作キーＧ２４が操作されると、表示部１１１に表
示される画面が閲覧操作画面Ｇ２０から送信操作画面Ｇ１０に切り替えられる。
【００７８】
＜ステップＳ２５＞
　ステップＳ２５において、制御部１６は、ステップＳ２４で表示された前記閲覧操作画
面において前記回覧データの内容の表示を指示する表示操作が行われたか否かを判断する
。例えば、制御部１６は、閲覧操作画面Ｇ２０においてアイコン画像Ｇ２２の表示領域に
対するタッチ操作が行われた場合に、前記表示操作が行われたと判断する。
【００７９】
　ここで、制御部１６は、前記表示操作が行われたと判断すると（Ｓ２５のＹｅｓ側）、
処理をステップＳ２６に移行させる。また、前記表示操作が行われていなければ（Ｓ２５
のＮｏ側）、制御部１６は、処理をステップＳ２７に移行させる。
【００８０】
＜ステップＳ２６＞
　ステップＳ２６において、制御部１６は、前記回覧データの内容を表示部１１１に表示
させる。これにより、通信装置１０のユーザーは、前記回覧データの内容を確認すること
が可能である。
【００８１】
＜ステップＳ２７＞
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　ステップＳ２７において、制御部１６は、ステップＳ２４で表示された前記閲覧操作画
面において前記記録操作が行われたか否かを判断する。例えば、制御部１６は、閲覧操作
画面Ｇ２０において、受信記録欄Ｇ２３１～Ｇ２３４のうち自装置に対応する受信記録欄
の表示領域に対するタッチ操作が行われた場合に、前記記録操作が行われたと判断する。
【００８２】
　ここで、制御部１６は、前記記録操作が行われたと判断すると（Ｓ２７のＹｅｓ側）、
処理をステップＳ２８に移行させる。また、前記記録操作が行われていなければ（Ｓ２７
のＮｏ側）、制御部１６は、処理をステップＳ２９に移行させる。
【００８３】
＜ステップＳ２８＞
　ステップＳ２８において、制御部１６は、前記送信先リストに自装置による前記回覧デ
ータの受信を記録する。ここで、ステップＳ２７及びステップＳ２８の処理は、制御部１
６の記録処理部１６７により実行される。
【００８４】
　例えば、制御部１６は、閲覧操作画面Ｇ２０において、送信先リストＧ２３に自装置に
よる前記回覧データの受信を記録する。これにより、自装置に対応する受信記録欄に、自
装置による前記回覧データの受信を示す前記受信情報が表示される。従って、他の通信装
置１０のユーザーは、前記送信リストの内容を確認することで、前記回覧データを受信済
みのユーザーを識別することが可能である。
【００８５】
＜ステップＳ２９＞
　ステップＳ２９において、制御部１６は、前記閲覧操作画面における前記回覧データの
閲覧が終了したか否かを判断する。例えば、制御部１６は、閲覧操作画面Ｇ２０において
操作キーＧ２４が操作された場合に、前記回覧データの閲覧が終了したと判断する。
【００８６】
　ここで、制御部１６は、前記回覧データの閲覧が終了したと判断すると（Ｓ２９のＹｅ
ｓ側）、処理をステップＳ３０に移行させる。また、前記回覧データの閲覧が終了してい
なければ（Ｓ２９のＮｏ側）、制御部１６は、処理をステップＳ２５に移行させる。
【００８７】
＜ステップＳ３０＞
　ステップＳ３０において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１１と
同様に、予め定められた範囲内に存在する他の通信装置１０を検出する。ここで、ステッ
プＳ３０の処理は、制御部１６の装置検出部１６１により実行される。
【００８８】
＜ステップＳ３１＞
　ステップＳ３１において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１３と
同様に、ステップＳ３０で検出された他の通信装置１０各々の方位を取得する。ここで、
ステップＳ３１の処理は、制御部１６の第１方位取得部１６３により実行される。
【００８９】
＜ステップＳ３２＞
　ステップＳ３２において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１４と
同様に、自装置の向きを検出する。ここで、ステップＳ３２の処理は、制御部１６の第２
方位取得部１６４により実行される。
【００９０】
＜ステップＳ３３＞
　ステップＳ３３において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１５と
同様に、前記送信操作画面を表示部１１１に表示させる。
【００９１】
＜ステップＳ３４＞
　ステップＳ３４において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１６と
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同様に、ステップＳ３３で表示された前記送信操作画面において前記特定操作が行われた
か否かを判断する。
【００９２】
　ここで、制御部１６は、前記送信操作画面において前記特定操作が行われたと判断する
と（Ｓ３４のＹｅｓ側）、処理をステップＳ３５に移行させる。また、前記送信操作画面
において前記特定操作が行われていなければ（Ｓ３４のＮｏ側）、制御部１６は、ステッ
プＳ３４で前記特定操作を待ち受ける。
【００９３】
＜ステップＳ３５＞
　ステップＳ３５において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１７と
同様に、ステップＳ３４で行われたと判断された前記特定操作における前記移動方向に対
応する方位に他の通信装置１０が存在するか否かを判断する。ここに、ステップＳ３４、
及びステップＳ３５の処理が、本発明における第１ステップの一例であって、制御部１６
の判断処理部１６５により実行される。
【００９４】
　ここで、制御部１６は、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の通信
装置１０が存在すると判断すると（Ｓ３５のＹｅｓ側）、処理をステップＳ３６に移行さ
せる。また、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存
在していなければ（Ｓ３５のＮｏ側）、制御部１６は、処理をステップＳ３４に移行させ
る。この場合、制御部１６は、前記特定操作における前記移動方向に対応する方位に他の
通信装置１０が存在していない旨を示すメッセージを表示部１１１に表示させてもよい。
【００９５】
＜ステップＳ３６＞
　ステップＳ３６において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１８と
同様に、ステップＳ３５で前記移動方向に対応する方位に存在すると判断された他の通信
装置１０がステップＳ２１で受信した前記送信先リストに含まれているか否かを判断する
。ここで、ステップＳ３６の処理は、制御部１６の送信処理部１６６により実行される。
【００９６】
　ここで、制御部１６は、前記移動方向に対応する方位に存在すると判断された他の通信
装置１０が前記送信先リストに含まれていると判断すると（Ｓ３６のＹｅｓ側）、処理を
ステップＳ３７に移行させる。また、前記移動方向に対応する方位に存在すると判断され
た他の通信装置１０が前記送信先リストに含まれていなければ（Ｓ３６のＮｏ側）、制御
部１６は、処理をステップＳ３４に移行させる。この場合、制御部１６は、前記移動方向
に対応する方位に存在すると判断された他の通信装置１０が前記送信先リストに含まれて
いない旨を示すメッセージを表示部１１１に表示させてもよい。
【００９７】
　前記回覧データ送受信処理では、ステップＳ３６の処理が実行されることで、前記送信
先リスト外の他の通信装置１０に前記回覧データ及び前記送信先リストが誤って送信され
ることが回避される。なお、ステップＳ３６の処理は省略されてもよい。
【００９８】
＜ステップＳ３７＞
　ステップＳ３７において、制御部１６は、前記回覧リスト作成処理のステップＳ１９と
同様に、ステップＳ３５で前記移動方向に対応する方位に存在すると判断された他の通信
装置１０に前記回覧データ及びステップＳ２１で受信した前記送信先リストを送信する。
ここに、ステップＳ３７の処理が、本発明における第２ステップの一例であって、制御部
１６の送信処理部１６６により実行される。
【００９９】
　このように、前記回覧リスト作成処理、及び前記回覧データ送受信処理では、前記送信
操作画面において前記特定操作が検出された場合に、前記特定操作における前記操作位置
の移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存在するか否かを判断される。そして、
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前記移動方向に対応する方位に他の通信装置１０が存在すると判断された場合に、前記移
動方向に対応する方位に存在する他の通信装置１０に前記回覧データ及び前記送信先リス
トが送信される。これにより、前記回覧データの次の送信先を決定しようとするユーザー
は、自ずと自身の周囲における他のユーザーの在席状況を確認するようになり、不在のユ
ーザーに対応する通信装置１０に前記回覧データが送信されることが回避される。従って
、複数のユーザー間における前記回覧データの回覧の停滞を回避することが可能である。
【符号の説明】
【０１００】
１０　　通信装置
１１　　操作表示部
１１１　表示部
１１２　操作検出部
１２　　通信部
１３　　記憶部
１４　　ＧＰＳ通信部
１５　　地磁気センサー
１６　　制御部
１６１　装置検出部
１６２　リスト作成部
１６３　第１方位取得部
１６４　第２方位取得部
１６５　判断処理部
１６６　送信処理部
１６７　記録処理部
１００　通信システム
【図１】

【図２】

【図３】
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